
令和5年3月8日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用
した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

１：

Ｄ
一人一人の性格や特徴を理解し、寄り添う
指導を実践している。

4

3

前者については、３年ぶりにア
ンケート項目に入れたところ、
８５．９％の回答であった。今年
度は１学期のみの公開である
とともに、感染防止対策から１
家庭あたり１時間１名という制
限をかけたため、保護者には
授業の様子が見えなかったこ
とが考えられる。このことを踏
まえ、来年度は公開日を増加
して対応する方針である。引き
続き、ホームページを活用して
積極的に発信していく。なお、
後者は９１．６％の回答があ
り、一定の評価を得ている。

Ａ 10

・柔軟に学校公開について対応下さりありがとうご
ざいます。祖父母も来られたい方が多いと思います
ので機会を増やしていただけるのはありがたいで
す。
・学校公開によって直接保護者に学校の取り組み
や児童の様子を見せることは重要だと思いますの
で来年度の拡大を希望します。
・学校評価アンケートの設問「個に応じた指導」とい
う部分が保護者にとっては「自分の子供に対して」と
いう意味に捉えられた可能性もあるのではと思いま
す。”我が子へのきめ細やかな指導への期待”が大
きいことがこの数％の数字に表れていると思いま
す。
・担任の先生方に求められることがあまりにも多く、
相当の負担なのではと感じました。クラスに副担任
が居る小学校もあるようですが、専科の先生方の果
たす役割も重要だと思いました。
・コミュニケーション能力をはぐくむ中で少数意見も
尊重できる大人に育ってほしいと思います。
・全体的に自己評価は適切だと思います。
・準備や時間を特に要するので納得です。低学年で
は折り紙といった身近なもので算数の体験学習をさ
せてくれていたので充分だと思いました。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：

Ｂ 1

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

4

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

学校評価アンケー
ト　　　　「学校は、
授業を工夫し、個
に応じた指導を
行っている」
「子供は、生命の
尊さを知り、命ある
ものや人権を大切
にしている」
４：満足度の回答
が
９０％以上である。
３：８５％以上であ
る。
２：８０％以上であ
る。
１：８０％未満であ
る。

４：

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

4

前者は３年ぶりに項目に加え
たところ、９１．２％の回答を得
た。自己肯定感、自己有用感
を高めることは学校経営方針
において強調しているところで
あり、保護者には学校の姿勢
が評価されていると考える。後
者も９１．８％であり、一定の評
価を維持できている。しかしな
がら、今年度は近隣の方から
登下校の態度及び公園等での
遊び方について、度々ご意見
をいただいた。保護者の評価
は維持したものの、生活指導
面においては課題と捉えてい
る。多面的多角的に指導する。

4

4

4

4

前者は９２．９％、後者は９１．
１％と一定の評価を得ている。
しかし、両者とも昨年比２～
４％の減少が見られる。前者に
ついては、学校の対応に斬新
さがなくなり、いわばルーティン
のようにとられていることが予
想される。後者については、主
幹主任を軸に連携して課題解
決を行っている教職員の様子
が、いわば「当たり前」のように
とられているのかもしれない。

３：

２：

１：

4

4

4

4

4

4

4

１：

・子ども達の登下校ですが、特に下校時に急に走り
出したり大声を出したり等、目につくかもしれませ
ん。見守りの目が多ければ解決すると思いますし、
せめて交番に居るお巡りさんには外に出て子供た
ちを見守って下さると有難く思います
・心の教育は家庭においても重要なテーマだと考え
てます。保護者も一緒に参加できる場が有ると良い
と思いました。
・学校だけでなく家庭も一枚岩となって対応するべ
き項目なので気を付けていきたいです。

・楽しく体育の授業を受けている様子で、家庭でよく
話をしてくれます。
・水泳の頻度が以前の水準に戻ることを期待しま
す。
・休み時間に校庭で子どもたちが元気に遊んでいる
姿を見かけると、こちらも元気になる気がします。山
王小の給食はメニューがとても工夫されているので
継続してほしいです。
・健康が全てにおいて一番大切と思っています。引
き続き取り組みをお願いします。
・中休みや昼休みに先生が一緒になって校庭で遊
んでくれている姿をたくさんの保護者が見ていま
す。みなさんとても感動していました。
・勉強や受験だけでなく、運動も大切。

・コロナウイルスの対策も三年目ともなり、日常化し
てしまっている現状はあります。ようやく収束の兆し
もありますが、感染症は今後も対策が必要なもので
この三年間の対応を特別なものとせず今後に備え
て頂きたいです。
・教員室の方々の研修における努力や成果を保護
者が少しでも知る機会があるとより理解が深まるの
ではと思います。
・先生方の熱心な教育と主事さんたちの子供への
接し方にいつも感謝しております。

4

4

・個々の理解度に合わせて補習が実施されている
のは素晴らしいことだと思います。ICTを有効に活用
して自宅学習も充実すれば子供達はもっと自主的
に取り組めるのではと期待します。
・タブレットを活用した学習をすることで学ぶ楽しさを
感じている様子です。
・そもそも学期ごとの「のびる子」でお知らせとなって
いるので納得です。宿題にもICTが活用されるよう
になって丸付けの負担がなくなったけれど、子供の
学習能力が見えづらくなりました。

前者は９０．９％、後者は９１．
１％という回答である。前述の
授業に関する項目ではやや厳
しい評価であったが、子供の姿
から見た評価では、引き続き理
解を得られていることがわか
る。結果に慢心せず、ICTを効
果的に活用することにより、個
に応じた指導を追究していく。

11Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

4

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

日常的に進んで体を動かすことを通して、
体力向上に取り組む児童をはぐくむ。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の向
上など、生涯
にわたって健
康増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

教育活動全体を通して、自己肯定感や自
己有用感を実感できる指導をしている。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

授業力向上のために、研究授業や授業公
開を組織的に行い、研鑽に励んでいる。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

4

3

4

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

発達の段階を踏まえながら主体的・対話的
で深い学びを取り入れた授業を実践すると
ともに、ICT機器を恒常的に活用している。

１：

4

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

保護者の要望等に対し、対応策を具体的
に示しながら、その動きが可視化できるよう
な対応を行う。また、要望以上の対応を実
行している。

4

4

２：

１：

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

4

３：

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

前者は９２．５％、後者は９２．
１％という結果である。一昨年
９月から始めたホームページ
「校長室から」の更新も保護者
には当たり前になったのか、数
値に大きな変動はない。また、
後者は昨年比約５％の上昇で
ある。学校行事や地域の行事
が徐々に復活してきたことを受
け、保護者には学校と地域が
連携している姿を実感できるよ
うになったからだと考えてい
る。

・地域、家庭との連携が良くとれていると思います
し、それが可視化されていると思います。
・地域との連携は学校はもちろん、PTAも頑張って
いる姿が見られるので、在校生の保護者の皆様に
感謝しています。
・「校長室から」毎日更新を楽しみにしております。
校内の様子がわかりとても助かっております。
・緑陰夏まつりは地域との連携がわかりやすい行事
なので、ぜひ次も開催に向けてご協力よろしくお願
い致します。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

11

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

学校関係者記入欄

11

令和４年度　大田区立山王小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。
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開校９７年目を迎えた伝統ある学校である。地域、保護者には本校の卒業生が多く、熱い「学校愛」に支えられている。そのため、学校を大切にするゆえに来る問い合わせや要望等に真摯に向き合わなければ、即座に関係性が崩壊する。昨年度は教職員に書面ではなく直接対話を行わせ、誠意
ある対応を積み重ねた結果、保護者の満足度が上昇した。そこで今年度は、「問題解決力」（情報共有を含む）「一歩先を行く対応」を学校経営のキーワードとし、問題解決や調整を管理職任せにせず、学年や分掌等で情報を共有し全体像を明らかにしながら解決策を構築し、主幹、管理職に上げ
るというシステムを確立する。また、地域、保護者からの要望等については、先方が求めている以上の対応を実行することで、開校１００周年に向けて信頼関係をより強固にする。児童については、特に体力向上を喫緊の課題と捉えている。日常的に体を動かす機会を担保するとともに、学級、学
年で競い合う運動を年間を通して実施することにより、自分から進んで運動する児童をはぐくむ。

学校評価アンケー
ト　　　　「学校は、
子供の良い点や努
力しているところを
評価している」
「子供は、きまりを
守る社会性が身に
付いている」
４：満足度の回答
が
９０％以上である。
３：８５％以上であ
る。
２：８０％以上であ
る。
１：８０％未満であ
る。

学校評価アンケー
ト　　　　「学校は、
教育活動の内容を
手紙やホームペー
ジなどで伝えてい
る」「学校は、学校
行事に地域の協力
を得ている」
４：満足度の回答
が
９０％以上である。
３：８５％以上であ
る。
２：８０％以上であ
る。
１：８０％未満であ
る。

目標に対する成果指標
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体力向上は学校経営上最大の
課題として年度当初から説明
するとともに、体育朝会の見直
し、マイ・スクールスポーツ、マ
イ・クラススポーツの推進など
に取り組んできた。その結果８
９．５％（約９０％）の評価を得
て、一定の成果を実感してい
る。しかし、それに伴う怪我が
多い一年であった。引き続き体
力向上策を充実させることによ
り、コロナ禍で失われた運動す
る機会を取り戻す。

学校評価アンケー
ト　　　「学校は、子
供への新型コロナ
ウイルス感染防止
対策を行うなど、安
全管理に気を配っ
ている」
「学校の教職員
は、協力して教育
活動に熱心に取り
組んでいる」
４：満足度の回答
が
９０％以上である。
３：８５％以上であ
る。
２：８０％以上であ
る。
１：８０％未満であ
る。

学校評価アンケー
ト　　　　「学校は、
体育朝会や休み時
間の外遊びの推奨
を通して体力向上
に取り組んでいる」
「子供は外で元気
よく遊んでいる」
４：満足度の回答
が
８５％以上である。
３：８０％以上であ
る。
２：７５％以上であ
る。
１：７５％未満であ
る。

Ａ

学校評価アンケー
ト　　　　「子供は学
習活動に意欲的に
取り組んでいる」
「子供は勉強が分
かり基礎的・基本
的な学習内容を身
に付けている」
４：満足度の回答
が
９０％以上である。
３：８５％以上であ
る。
２：８０％以上であ
る。
１：８０％未満であ
る。
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